
福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）からのお知らせ

震災から13年が過ぎましたが、福島相双地域の営農再開は道半ばです。

官民合同チームでは、これからも農業者様の声を伺い、農業者様に寄り添って、

営農再開の拡大に向けた様々なご支援を続けてまいります。（支援内容は裏面をご覧ください）

営農再開され、頑張られている農業者様や地域の話題を紹介致します。
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【浪江町での取組】

【南相馬市での取組】

！
相双機構では、のお手伝いをさせていただきました。

相双機構では、のお手伝いをさせていただきました。
新井史朗様、黄 香平様ご夫妻は史朗様の転勤に伴い、

2019年に南相馬市に転入。浜通りの穏やかな気候を気に
入り、定住を決断しました。

落花生と季節野菜を栽培されており、落花生については、
柔らかく甘みが強い｢おおまさり｣を栽培。ゆで豆に適して
おり、収穫したての落花生は地元の農家以外はなかなか食
べることができない逸品です。季節野菜は、大根、にんじ
ん、長ねぎ、にんにくなどになります。

9月初旬から落花生、11月頃から季節野菜を収穫され、
より多くの方々に農作物を提供したいとの黄様の強い思い
があり、市内の直売所｢いととんぼ｣に出荷されました。

相双機構では同店をご紹介し、販路先についてご支援さ
せていただきました。

南相馬市に移住された黄(コウ)様自慢の｢生落花生｣を収穫しました！

新井史朗様、黄 香平様ご夫妻

収穫した落花生
「おおまさり」

「おおまさり」の販売状況
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もみ殻の処理に困っていませんか？燻炭(くんたん)化も請負います！
合同会社アンベファーム様は、浪江町の幾世橋地

区や棚塩地区を中心に60haの農地で環境にやさし
い循環型農業を行っています。主な農作物は水稲と
大豆、デントコーンなどです。

循環型農業の取組として、もみ殻を燻炭にする
｢もみ殻連続炭化装置｣を導入しました。もみ殻燻炭
は土壌改良資材として、保水性、通気性改善など
様々な効果があります。燻炭は自社で使用するとと
もに、購入希望の方には安くお譲りしています。ま
た、もみ殻の処理にお困りの場合は燻炭化を請負っ
ています。ご希望の際は、アンベファーム様または
相双機構までご連絡をお願いいたします。

相双機構では、リース事業を活用した新たな機械
導入のお手伝いをさせていただきました。

アンベファームの皆様

もみ殻連続炭化装置(スミちゃん)

左）もみ殻、右）もみ殻燻炭
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対象となる
農業者様

原子力被災12市町村※で、農業を行われている方、
または、今後新たに農業を行う方
※ 田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、

川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

「うまく栽培したい」

「どの作物の栽培がいいか」

「スマート農業に関心がある」

このようなご相談には、普及

指導員などによる技術的な

ご支援をします。

農業の技術的なご相談新たな販路開拓のご相談

「販売先の開拓や確保がしたい」

「首都圏などに出荷したい」

このようなご相談には、専門家

を派遣して販路開拓のご支援を

します。

「農業機械を導入したい」

「補助金の申請方法を知りたい」

「農地の貸手や借手を探したい」

「農業法人を設立したい」

このようなご相談には、訪問員

がアドバイスを行います。

補助金や制度活用のご相談

福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）
営農再開グループ

ご相談受付ダイヤル：024-502-1117
（受付時間9:00～17:00 土日祝日、年末年始を除く）

https://www.fsrt.jp Webサイト

< 各種公式ページはこちら >

営農再開グループの
ページはこちら →

被災12市町村の営農再開をご支援します
営農再開や新規参入をご検討の皆様、ご相談ください。

福島相双復興推進機構 営農再開グループでは、国・福島県・市町村・ＪＡなどの関係機関と
連携し、農業者様を個別に訪問して、営農再開に向けた次のような支援活動を行っております。
是非、ご活用を検討ください。皆様からのご連絡をお待ちしています。
ご相談やご支援は無料です。費用はかかりません。

【相双機構の取組（南相馬市）】

!
相双機構では、のお手伝いをさせていただきました。

JAふくしま未来 そうま地区 第7回JAまつりへ出展しました！
相双機構では、毎年、JAふくしま未来 そうま地区 JAま

つりへ出展しています。今年も10月26日(土)～27日(日)
に南相馬市の｢南相馬ジャスモール｣にて開催され、スマー
ト農業のPRのため、マッスルスーツの試着体験、農薬散
布ドローンの展示を実施しました。

機構ブースには、2日間で約500名の方にご来場いただ
き、マッスルスーツの試着は約40名の方が体験されまし
た。実際に腰の負担が軽減される効果を感じていただき、
｢購入したい！｣との感想もありました。ドローンの展示に
ついては、新たにドローン農薬散布を導入しようとお考え
の農業者様などに、実機を確認していただける貴重な場と
なりました。

相双機構では、これからもスマート農業の普及に向けて
様々な取組を実施してまいります。

当日の機構ブース

マッスルスーツの試着体験

農薬散布用ドローン展示


